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【授業の紹介】 

⾳楽科では、実技内容を実施することが難しい中、通常授業ではなかなか時間をかけるこ
とが出来ない単元をより深く実施していくこととしている。今回、１年⽣では「諸外国の⾳
楽」について学んでいる。⾼校⾳楽を学ぶにあたり、⾳楽のジャンルが広いことを実際に感
じてもらいたいのがねらいである。各⾃が興味をもった地域・国の⾳楽をそれぞれに選択し
てもらい、実際の⾳楽やその⾳楽の背景について調べる。なお、最初の段階として、全員共
通に教科書に記載されている、世界にはどの様な⾳楽があるのか、それらの⾳楽のどのよう
な点に注⽬するのか、調査するのか、などを確認した。それを理解したうえで、⾃分が興味
を持った視点、例えば、その⾳楽の楽器について、歴史について、その地域の⽣活との関わ
りについて、⾳楽そのものの⾳階やリズムについて、など、調べる内容に焦点を当ててから
スタートした。どこの地域・国の⾳楽の何について、ということを指導者側が限定しないこ
とにより、⽣徒は、各⾃の興味を持ったところから⾃由に切り込むことが出来る。⽣徒のそ
の地域を選択した理由を⾒ても、様々な考えが分かる。「実際に訪問、滞在したことがある
から」「その楽器を⾒たこと、触れたことがある」「その地域そのものに興味があるから」「歴
史と絡めて興味がある」。この時期であるからこそ、それぞれの気になる、興味のある視点
から⾳楽と関わっていってほしいと考える。 

＜Google Classroom より抜粋＞ 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
今後は各⾃が調べ、まとめたレポートを活⽤し、同じ地域を選択した者同⼠で地域の⾳楽と
してさらに１つにまとめ、クラスで発表しあう場を計画していく。 


